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新型インフルエンザワクチンの接種後の副反応報告において、死亡事例が報

告されたため、情報提供します。本死亡事例について、主治医は、明らかなワク

チン接種との関連があるとはいえないが、関連は評価不能としています。今後、

専門家による検討を速やかに行い、ワクチン接種の安全性を評価する予定です。 
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新型インフルエンザワクチンの接種後の死亡事例の報告について 
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 新型インフルエンザワクチンの接種後の副反応報告において、死亡事例が報告されたた

め、情報提供します。本死亡事例について、主治医は、明らかなワクチン接種との関連があ

るとはいえないが、関連は評価不能としています。今後、専門家による検討を速やかに行い、

ワクチン接種の安全性を評価する予定です。 

  

１．報告内容 

(1)経緯 

平成２１年１１月１６日午後１時半頃、新型インフルエンザワクチン接種後の副反

応報告書において、死亡事例の報告があった。 

(2)事例 

７０歳代の男性。糖尿病、高血圧、心筋梗塞、低血糖性脳症、（認知症）を基礎疾患

とする患者。 

１１月２日、入院中の患者に、内科専門医が本人を診察（特に異常なし）､その後主

治医が診察し、ワクチン接種を指示した。午後３時１５分頃ワクチン接種。意識はは

っきりしていたが、認知症はあった。 

同日、午後６時２０分頃に、夕食を二人の職員介助にて７割ほどとられた。その時

は車イスに座して夕食。夕食終了後に個室に車イスのまま移動。その間に心肺停止。

６時４３分に死亡された。 

(3)接種されたワクチンについて 

阪大微生物病研究会 ロット HP01A        

(4)接種時までの治療等の状況 

患者は、１０月より入院、治療中であった。昨年、自宅で夕食中に心筋梗塞を発症

し、その際、２０日余り総合病院にて入院治療を行っている。接種時は、意識ははっ

きりしていたが、認知症はあった。 

２．ワクチン接種との因果関係 

主治医は、心筋梗塞の既往がある患者であり、本例死因については、報告医及び内科専

門医ともに死因は心筋梗塞と診断した。ワクチン接種との明らかな関連があるといえない

が、全く否定もできないため、因果関係は評価不能として報告したとしている。 

３．今後の対応 

基礎疾患を有する人に対する接種が始まっているところであり、基礎疾患による病状や

死亡も含めて報告されることがある。専門家により、本死亡事例についての接種との因果

関係評価を速やかに行い、情報提供していきたい。 


